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研究成果の概要（和文）：デザイン思考に現れるものごとの言語表現と実体と概念との関係の理論的モデルを構築し，
言語的知性とデザイン知を構成する他の知性との関係を明らかにすることを試みた．都市空間，建築空間，庭園などの
臨地調査において，デザインの現れを記録する写真日記（写真＋事実記述＋解釈記述＋経験記述）を生成することと，
写真日記を構造化して理論的モデルを構築することとを繰り返し，写真日記を用いる調査方法と理論的モデルとを構成
的に構築した．空間図式という概念を空間の経験における実体的・身体的事実と概念とを空間図式を橋渡しする媒体と
して再定義し，写真日記と理論的モデルの核とした．

研究成果の概要（英文）：A theoretical model where the relations among the descriptions of experiences in 
architecture or urban spaces, the concepts related to the spatial experience, among the entities to which 
the experiences and the concepts are grounded are explained is constructed. A method of recording and 
organizing the findings in the field research on the spatial experiences, which is called KJ method using 
Photo Diaries is invented. Where, a photo diary is composed of a photographs, the description of the 
entities in the photographs, the description of the concepts bridges the entities and the spatial 
experience, and the description of the spatial experience.
The concept of Spatial Schema is redefined as the medium that links the relations among the entities 
composing environment including human body and the formal expression of the experience of the 
environment.

研究分野：建築学・デザイン科学

キーワード： デザイン科学　構成的方法論　空間図式　写真日記　空間体験　臨地調査
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１．研究開始当初の背景 
 デザインという行為の直接的な対象はそ
れが存在するか否かの契機をデザイナーが
定めることができ，その構成方法の策定や構
成原理の設定にもデザイナーが寄与できる
人工のものごと①（artifact）である．人工
のものごとは，それが使用される文脈におい
て，ある情況を実現する仕組（system）を具
現化する．人工のものごとが存在して使用さ
れるという実体的な事態と出来事，実体の存
在や使用が生起する自然現象や社会現象，こ
れらに関わる人間の経験を結びつける法則
性を組織化して仕組を構築することが広い
意味でのデザインである②．デザイン思考は
論理的思考と非論理的思考とからなる③．仕
組の構築においてはデザイン思考に用いる
言語と実体や概念とを適切に対応づけるこ
とが重要である．ここで，図式，数式，自然
言語など，記号を用いて実体や概念を指示す
る媒体を言語と総称する．実体は視覚，聴覚，
触覚などの体感によって認識できるものご
とである．法則性は実体，現象，経験を結び
つける原理に関する概念である． 
 ミズン④は技術的知性，博物的知性，社会
的知性を連係する認知的流動性が生じたこ
とが芸術・宗教・科学の起源であるとの仮説
している．技術的知性は身体をつかってモノ
をつくり，モノを操って捕食や居住の道具と
することを可能にする．博物的知性は生存に
とって好ましいものごとや好ましくないも
のごとを識別することを可能にする．社会的
知性は情報伝達を行い，他者とうまくやるこ
とを可能にする．これらの知性は学習や記憶
などを可能にする一般的知性によって支え
られている．人間はさらに流動的知性，内省
的知性，言語的知性，論理的知性をもってい
る．流動的知性は博物的知性，技術的知性，
社会的知性の連係を可能にする．内省的知性
は自己の心的状態や認知プロセスの認知や
流動的知性の意識的適用に貢献する．言語的
知性は，言葉への感受性，言語を理解する力，
言語を学習する力，目的を成就するために言
語を用いる能力に関わり，実体や概念を指示
する記号を用いる思考を可能にする．論理的
知性は問題を論理的に分析し，数学的な操作
を実行する能力に関わり，合理的な思考を可
能にする．言語的知性を磨き，仕組の構築に
関わる博物的知性，技術的知性，社会的知性
を連係する言語的思考を意識的に行うこと
がデザイン知の増強に寄与すると考える． 
 デザイン思考を表現する理論的モデルの
構築を試みる先行研究はいくつかある．しか
し，デザイン思考に関わる言語の構造や表現
と意味の関連づけに関する統一的見解はな
い．デザイン思考の問題解決過程としての定
式化に関しては，サイモンによる生成検証過
程の定式化⑤，エイキンによる情報処理過程
の定式化⑥，ジェロによる構造-振舞-機能概
念を用いた定式化⑦，藤井らによる様相論理
とクリプキ構造を用いた定式化⑧など，いく

つかの研究がなされている．最適化過程とし
ての定式化にはジョーンズ⑨による文脈変数
-設計変数-目的変数モデルがある．人工のも
のごとの構造の表現に関しては形態を生成
する規則を文法構造として定式化する形態
文法（shape grammars 例えば⑩）やオブジェク
ト指向言語を用いて定式化する研究例えば⑪が
ある．デザイン思考に関わる言語表現の意味
の定義に寄与する知見は，エイキン⑥，ジェ
ロ⑦⑫ジョーンズ⑨，青木⑬⑭，藤井③⑧⑮⑯などに
見られる．しかし，デザイン思考に用いられ
る言語の意味構造の精密な定義はない． 
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２．研究の目的 
 「デザインとはいかなる行為か？」という
探究を，デザインを可能にする知性（以下，
デザイン知）に注目して行い，デザインとい
う行為の本質的構造を表現する理論的モデ
ルを構築するという全体構想のもと，デザイ
ン思考の媒体となる言語の意味構造を明ら
かにし，デザイン知の一翼を担う言語的知性
を磨く方法論を構築するための基礎とする
ことを目的とする．具体的には，デザイン思
考に現れるものごと（事実，現象，経験）の
言語表現と実体と概念との関係の理論的モ
デルを構築し，言語的知性とデザイン知を構
成する他の知性との関係を明らかにする． 
 
３．研究の方法 
デザイン思考に現れる事実，現象，経験の言
語表現と実体と概念との関係の理論モデル
を構築するため，３つの方法−（１）デザイ
ンの現れである事例の基礎資料の生成，（２）
デザインの事実・現象・経験を関連づける法
則性の分析，（３）デザインに関わる言語表
現と実体や概念との関係を定義する理論的
モデルの構築−を，相互に関連づけ，並行し
て実施する．方法１の成果を方法２に活かし，
方法２の知見を方法３に活かし，方法３の知
見を方法１に活かすという構成的ループを
頻繁にまわしながら探究を深め，目的達成に
向けた軌道の確認・調整を逐次的に行う． 
（１）デザインの現れである事例の基礎資料
の生成：生活に根差すものごとの現われと見
ることができる事実（事態や出来事）を調査
フィールドにおいて収集し，次の要領で基礎
資料「写真日記」を生成する．①写真を撮影
する．撮影する際に，いかなる事実を被写体
としているのか，被写体である事実がデザイ
ンのどのような現れであると解釈している
のかを意識する．②各写真について，写真上
で視覚的に認識可能な事態や出来事を命題
として記述する．これを事実記述とよぶ．③
各写真について，記述した事実をいかなるも
のごとの現われとして観ているのかを命題
として記述する．これを解釈記述とよぶ．④
各写真について，記述した事実と現象の社会
的効果や文化的効果（行為や情動など，経験
に対する効果）を推論し，命題として記述す
る．これを経験記述とよぶ．⑤写真毎に撮影
情報，写真，事実記述，現象記述，経験記述
の五つ組を作成し，これらをまとめたものを
基礎資料とする．調査フィールドは土着的ま
たは伝統的な生活と現代的な生活とが融合
する国内の都市や集落から選定する．２カ所
目以降の選定は方法２の知見に基づく．  
（２）デザインの事実・現象・経験を関連づ
ける法則性の分析：言語における統語論，意
味論，語用論を踏まえ，記述対象領域に依存
しない多種記号体系を関連づける形式表現
の方法⑯を応用し，写真日記から，事実記述，
解釈記述，経験記述の関係を分析することに
よって，デザインの事実，解釈，経験を関連

づける法則性を抽出する．統語論は単純な記
号から複雑な記号列を作る原理，意味論は記
号列と意味とを関係づける原理，語用論は発
話状況や文脈に依存する記号の使用に関わ
る原理である．統語論的観点から，事態や出
来事の構成要素（認識可能な実体）の特徴や
構成要素間の構造的関係に注目する．構造的
関係はデザインにおける操作の対象である
との仮定に基づく．意味論的観点から，事実
と現象の間の決定論的関係である法則的関
係，法則的関係を説明する自然科学の概念や
原理に注目する．デザインは法則的関係を構
造化することによって構造的関係の操作を
現象の制御に結びつけるとの仮定に基づく．
語用論的観点から，事実や解釈が経験を規定
する，または，経験が事実や現象を規定する
という交互浸透的関係，交互浸透的関係を説
明する人文科学の概念や原理に注目する．デ
ザインは，交互浸透的関係を構造化すること
によって，構造的関係の操作を経験の創出に
結びつける行為であるとの仮定②に基づく． 
（３）デザインに関わる言語表現と実体や概
念との関係を定義する理論的モデルの構
築：デザインの事実・現象・経験を関連づけ
る法則性（方法２知見）を，統語論，意味論，
語用論という原理，技術的知性，博物的知性，
社会的知性，流動的知性，内省的知性，論理
的知性というデザイン知を構成する知性④，
結構，振舞，機能というデザインの存在論的
水準⑥，設計変数，制御変数，目的変数，文
脈変数というデザインに関わる変数⑨，構成
的方法論における生成と外化，環境とのイン
タラクション，分析と変数の発見，焦点化と
方向づけというデザインを構成する行為②と
の対応づけを行い，構造化する．構造化した
関係に基づいて，デザインに関わる言語表現
と実体や概念との関係を定義する理論的モ
デルを構築する．理論的モデルの構造に注目
し，言語的知性，技術的知性，博物的知性，
社会的知性，流動的知性，内省的知性，論理
的知性とデザイン知との関係性を考察する．
ここで，統語論的観点は人工のものごとの結
構に注目する．結構はデザインにおける操作
の対象である．設計変数の値を定めることは
結構を決定することであり，人工のものごと
を具象化する行為である．設計変数の値は直
接的に決定できる．意味論的観点は人工のも
のごとの振舞や機構に注目する．振舞や機構
はデザインにおける制御の対象であり，制御
変数によって示される．結構を定めることに
よって間接的に制御される．設計変数の値は
制御変数が特定の範囲の値になるように定
められる．制御変数を用いて機能を定式化す
ることによって結構と機能とを，振舞・機構
を介して，結びつけることが可能になる．語
用論的観点は人工のものごとと環境とのイ
ンタラクションが創発する情況や経験に注
目する．設計変数の値を定めて制御変数の値
を制御するのは目的変数によって示される
経験や情況を実現するためである．設計変数



の値を定めることによって目的変数の値の
範囲を間接的に定めることが可能であるが，
決定論的ではない．目的変数の値を特定の範
囲に収めると期待される設計変数の値や制
御変数の値の範囲を定めることが有目的的
なデザインである． 
 
４．研究成果 
（１）デザインの現れ事例の臨地調査：調査
フィールド（各種空間）を日常生活の文脈を
捨象することなく経験し，生活に根ざすもの
ごとの現れと感じられるものごと（事態や出
来事に関する事実，解釈，経験）を写真，経
験シーケンスの動画，音声などによって記録
した．これらの記録に基づき，写真日記を生
成した．調査フィールドには，デザインの現
れの時間的な持続と変容及び空間的な共通
性と差異を空間図式（空間の経験や創出に用
いられる図式）として顕在化することを視野
に入れ，土着的・伝統的な生活と現代的な生
活とが共存する集落，都市，建築，日本庭園
を選定した雑誌論文①②③⑤, 学会発表①②③⑤．具体的に
は，滋賀県高島市針江地区，沖縄県伊是名村
伊是名地区，北海道函館市西部地区，愛媛県
外泊地区，シンガポール中心地区，佐賀県吉
野ヶ里遺跡，首都圏数カ所（丸の内地区，代
官山地区，赤羽地区，品川港南地区，千葉県
館山市ほか），カナダ・ヴィクトリア市，ス
イス連邦・ベルン市，建築（国立西洋美術館，
群馬県立美術館，Design Site 21-21ほか），
日本庭園（小石川後楽園，六義園，等持院，
天龍寺，西芳寺，桂離宮ほか）などである． 
（２）デザインの事実・現象・経験を関連づ
ける法則性の分析：写真日記の事実記述，解
釈記述，経験記述のそれぞれにおける文の文
法構造，意味構造，単語の出現頻度や共起関
係に基づいて，写真日記の対象となった空間
の特徴，三種の記述の特徴，記述間の関係を
分析し，実体と記号とを記述対象領域に依存
しない形式で関連づける法則的な構造を考
察した．また，臨地調査において作成した写
真日記から空間図式を顕在化することを試
みた．これらの考察から二つの仮説を建て，
その検証を臨地調査（上記１）の核とした．  
＜仮説１＞事実記述における実体と記号の
結びつきは写真日記作成者の属する言語共
同体の慣習を反映し, そこには作成者もしく
は言語共同体における存在論（オントロジ
ー）が潜在する雑誌論文①②③⑤, 学会発表①②③⑤． 
＜仮説２＞客観的な事実と主観的な空間の
経験とを結びつけるものごとには，自然科学
や認知科学における知見に基づく客観的な
法則の範疇に入るものごと, 身体と環境との
関係を捉える心的構造「空間図式」として半
客観的半主観的に記述できるものごと，作成
者以外には理解しがたい主観的なものごと
がある学会発表④⑦, 図書①②． 
（３）理論構築：①デザインという行為の結
果もしくは帰結であるものごとを，誰もが確
認できる現前の＜事実＞，そのものごととイ

ンタラクション（例えば，利用，居住）する
という＜経験＞，事実と経験とを関連づける
しくみ（例えば，法則性，メカニズム）につ
いての＜解釈＞の，三種類の観点で捉え，事
実，解釈，経験を，言語学における統語論，
意味論，語用論に対応づけることによって，
デザインの現れである事例を記録するため
の基礎理論の一部を構築した．写真日記の写
真（実体の写し）と記述（実体，概念，経験
の言語表現）の法則的関係の分析および考察
の結果，言語の統語論，意味論、語用論の関
係，デザイン・プロセス・モデルにおける構
造，振舞，機能，状況，経験の関係，および，
構成的方法論を関連づける仮説的モデルを
構築した．当該モデルがデザインを対象とす
る科学の方法論の核となる可能性を思考実
験によって示した雑誌論文④, 学会発表④⑥⑦．②また，
事実，解釈，経験の三種類の記述に，事実を
視覚表現する写真を加えて，事例を記録する
方法を構成的にデザインし，写真日記と名づ
けた．さらに，断片的な事例を体系化する理
論を構築する方法として，臨地調査において
作成した写真日記を基礎資料とする KJ 法を
試み，その可能性を検討した．③デザイン思
考に現れる事実，現象，経験の言語表現と実
体と概念との関係を表現する理論的モデル
を構築することによってデザイン科学の言
語の意味構造の定義を試みた学会発表④, 図書①．ま
た，意味構造の構成要素を範疇化することに
よって，構成的方法における言語的知性と技
術的知性，博物的知性，社会的知性との関係
を明らかにした図書①．一方，空間図式という，
ひとが存在して行動する場所を自分と環境
との関係として知覚し，自分が空間に定位す
ることを方向づけるものごとを指示する概
念を定義した．また，空間図式と実体及び実
体の描写（図面やスケッチ）との関係を構成
的方法論の上で明確にした雑誌論文①②③④⑤, 学会発
表①②③④⑤⑥⑦．  
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